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令和２年１０月２５日　公益社団法人 松山市シルバー人材センター会報(1)

 Topics
　新型コロナの影響により休止していたイベントや行事が順次、再開

①②シルバーサロン清水町リニューアルオープンに向けミーティング

　中のグループと準備中の女性委員会委員たち

③文化伝承班で小物づくり

④足腰元気シルバー健康サロンを再開

⑤各種講習会を再開

　会 員 数
（令和 ２ 年９月末現在）

　　　１８８２名

①

③②

⑤④



　

８
月
11
日
（
火
）
に
松
山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

３
階
多
目
的
室
１
で
令
和
２
年
度
功
労
者
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
６
月
の
定
時
総
会

で
の
表
彰
が
叶
わ
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
の
開
催
に

な
り
ま
し
た
。

　

役
職
員
、
被
表
彰
者
が
出
席
し
、
西
山
常
務
理
事

よ
り
、
表
彰
状
、
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
最
後
に
表

彰
者
を
代
表
し
て
片
山
絹
江
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
受
賞
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　　
　
　

     

　
　

   

　　　　　　
９
月
14
日
（
月
）
に
松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

１
階
会
議
室
で
第
３
回
「
正
会
員
の
入
会
の
在
り
方

等
検
討
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
今
後
の
会
員
の
入
会
の
在
り
方
を

検
討
し
、
会
員
増
強
に
向
け
た
具
体
的
取
り
組
み
施

策
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
検
討
・
協
議
機
関
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
置
し
ま
し
た
。

　

第
３
回
委
員
会
に
お
い
て
審
議
、
決
議
し
た
事
項

は
左
記
の
通
り
で
す
。

【
報
告
事
項
】

　

①
セ
ン
タ
ー
役
員
の
交
代
に
伴
う
委
員
の
交
代
に

　
　

つ
い
て

  

②
正
会
員
会
費
に
係
る
総
会
決
議
報
告

　

③
コ
ロ
ナ
禍
の
入
会
状
況
と
今
後
の
入
会
者
確
保

　
　

に
つ
い
て

　

④
賛
助
会
員
会
費
の
入
金
状
況
に
つ
い
て

【
審
議
事
項
】

　

①
今
年
度
第
４
四
半
期
会
費
免
除
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　

に
つ
い
て

  

②
入
会
時
の
居
住
地
・
年
齢
確
認
に
つ
い
て

　

③
会
員
の
入
会
メ
リ
ッ
ト
拡
充
に
係
る
新
規
事
業

　
　

に
つ
い
て

　

④
理
事
会
へ
の
上
申
に
つ
い
て

　
　

(

審
議
事
項
①
②
を
第
４
回
理
事
会
に
上
申
す

　
　

る
こ
と
を
決
議)

シ　ル　バ　ー　松　山 （2）

令
和
２
年
度

　

功
労
者
表
彰

写
真
右
か
ら

受
賞
者
の
方
々

   

《
正
会
員
》　

                  　
　

井
上 

正
幸

                  　
　

植
野 

恵
美
子　

                  　
　

片
山 

絹
江　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
端 

光
子　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田 

隆
幸　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上 

泰
治　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
邑 

敬
子

　

 

《
職
員
》  　
　
　
　

　
　
　
　
　

（
勤
続
20
年
）
永
尾 

哲
康

第
３
回 

　

正
会
員
の
入
会
の
在
り
方
等

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会



　

９
月
24
日
（
木
）
に
松
山
市
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

で
第
４
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◇
第
１
号
議
案

　

「
新
規
事
業
に
つ
い
て
」

　

新
規
事
業
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
員
推
進
事
業
地

域
実
証
事
業
」
の
採
択
及
び
実
施
に
つ
い
て
、
「
き

ら
り
シ
ル
バ
ー
応
援
事
業
」
で
の
旅
行
業
（
地
域
限

定
）
登
録
申
請
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
２
号
議
案

　

「
令
和
２
年
度
収
支
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い

て
」

　

新
規
事
業
の
追
加
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
る
収
支
等
の
修
正
、
そ
の
他
事
業
実

施
に
係
る
修
正
等
、
補
正
予
算
策
定
理
由
に
よ
り
策

定
し
た
収
支
補
正
予
算
（
案
）
に
つ
い
て
定
款
第
43

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
３
号
議
案

　

「
正
会
員
の
入
会
の
在
り
方
等
検
討
委
員
会
の
決

議
事
項
に
つ
い
て
」

　

第
３
回
委
員
会
に
お
い
て
決
議
さ
れ
た
内
容
に
つ

い
て
理
事
会
に
上
申
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

上
申
事
項
１

　

会
員
会
費
規
程
第
２
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
理
事
会
に
、
今
年
度
第
４
四
半
期
に
、
新
た
に

入
会
す
る
会
員
の
会
費
を
免
除
す
る
。

上
申
事
項
２

　

令
和
３
年
度
か
ら
、
会
費
の
改
正
に
併
せ
て
、
新

規
入
会
者
に
つ
い
て
、
入
会
申
込
の
際
に
年
齢
・
居

住
地
が
確
認
で
き
る
公
的
証
明
書
の
提
示
を
求
め
る

こ
と
。

◇
第
４
号
議
案

　

「
第
５
次
中
・
長
期
計
画
に
つ
い
て
」

　

本
計
画
の
中
期
計
画
の
達
成
状
況
の
検
証
結
果
並

び
に
コ
ロ
ナ
禍
対
策
の
進
捗
状
況
を
説
明
し
、
長
期

計
画
目
標
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、
12
月

開
催
予
定
の
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
つ
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

◇
第
５
号
議
案

　

「
諸
規
定
の
改
正
に
つ
い
て
」

　

事
業
推
進
機
構
設
置
要
綱
の
担
当
理
事
の
所
掌
す

る
業
務
の
う
ち
、
子
育
て
支
援
事
業
及
び
福
祉
・
家

事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、
介
護
担
当
理
事

か
ら
事
業
担
当
理
事
の
所
掌
す
る
業
務
に
変
更
す
る

こ
と
▼
「
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町
」
の
事
業
を
女

性
会
員
活
動
活
性
化
委
員
会
の
所
掌
す
る
業
務
に
追

加
す
る
こ
と
▼
育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正
に
基
づ

く
、
子
の
看
護
休
暇
及
び
介
護
休
暇
に
つ
い
て
、
時

間
単
位
で
の
取
得
及
び
、
全
て
の
労
働
者
の
取
得
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
関
連
す
る
規
定
の

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
―
に
つ
い
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

●
報
告
事
項
等
担
当
理
事
報
告
、
事
務
局
報
告
と
し

て
理
事
長
の
入
会
承
認
を
受
け
た
会
員
数
及
び
令
和

２
年
７
月
末
現
在
の
、
事
業
実
績
及
び
収
支
執
行
状

況
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

シ　ル　バ　ー　松　山（3）

理
事
会
の
動
き

第
４
回
理
事
会
を
開
催

　

議
案
審
議



➡

➡➡➡

　

会
員
の
皆
様
、
自
然
災
害
等
対
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

10
月
に
入
り
、
よ
う
や
く
秋
ら
し
い
毎
日
に
な
り

ま
し
た
。

　

今
年
度
、
上
半
期
を
振
り
返
り
ま
す
と
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
で
、
緊
急
事
態
宣
言
が
発
せ
ら
れ
る
な
ど
、

マ
ス
ク
の
着
用
が
当
た
り
前
に
な
り
、
３
密
回
避
や

手
洗
い
の
励
行
が
浸
透
し
、
県
外
へ
の
移
動
自
粛
が

求
め
ら
れ
て
き
て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
10
月
か
ら

は
全
国
で
Ｇ
ｏ 

Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
開
始
さ
れ
る

な
ど
人
の
移
動
の
制
限
も
解
か
れ
、
経
済
活
動
の
再

生
に
力
が
注
が
れ
て
き
て
い
る
も
の
の
、
今
後
の
動

向
を
不
安
視
す
る
声
が
あ
る
こ
と
も
確
か
で
す
。

 
 

ま
た
、
今
年
の
夏
は
き
わ
め
て
暑
く
、
室
内
で
も

熱
中
症
に
罹
る
高
齢
者
が
多
数
発
生
す
る
な
ど
、
一

昔
前
で
は
考
え
ら
れ
な
い
よ
う
な
暑
さ
が
常
態
化
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
 

更
に
９
月
に
襲
来
し
た
台
風
10
号
は
、
こ
れ
ま
で

に
例
を
見
な
い
規
模
の
台
風
で
、
大
き
な
災
害
が
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
そ
の
対
策
に
追
わ
れ
た

こ
と
は
、
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
、
疫
病
の
蔓
延
に
つ
い

て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
就
業
す
る
会
員
の
立
場
に
立
っ

て
考
え
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
な
か
っ
た

状
況
へ
の
備
え
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

 

「
暴
風
雨
の
中
、
就
業
先
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
「
猛
暑
の
中
、
一
日
炎
天
下
で
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
が
心

配
」
い
ろ
い
ろ
な
不
安
を
抱
え
て
過
ご
さ
れ
た
方
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
秋
、
ま
だ
ま
だ
台
風
の
襲
来
も
あ
る
こ
と
が
予

測
さ
れ
ま
す
。
「
安
全
」
を
全
て
に
優
先
す
る
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
日
頃
、
頑
張
っ
て
い
る
会
員
さ
ん
の

命
を
最
優
先
し
た
就
業
の
在
り
方
を
、
一
日
も
早

く
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
対
策
方
針

を
至
急
定
め
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

（
下
図
参
照
）

　

今
後
、
皆
様
の
就
業
時
の
安
全
対
策
に
大
変
重
要

な
こ
と
で
す
の
で
、
予
め
皆
様
に
お
伝
え
し
た
次
第

で
す
。

　

皆
様
の
ご
協
力
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

・

シ　ル　バ　ー　松　山 （4）

「自然災害等への安全対策基本方針」の方向性

仕事の前にまず「命」を守るためのルール作りで会員さんを護るセンターに…

　　　　　　それぞれの警戒レベルに応じた方針を検討

　　　　　　 ・警戒レベル 2の時点で就業の中止・延期

例えば・・・ ・大雨注意報（第２次防災体制）で就業中止・延期

             ・高温注意報が朝に発令されたら就業中止・延期など・・・

会員さん・発注者への打診　契約書への記載・承諾書等

　　　　　　　　「安全」への理解を共有

会　員 発 注 者

自
然
災
害
等
の
対
策
に
ご
協
力
を

センターが自然災害等への安全対策基本方針を固める



シ　ル　バ　ー　松　山（5）

　愛媛県内では、8月 22 日の感染事例を最後（9月 15 日時点）に、感染者は減少

傾向が続いていますが、大都市圏や地方においてもクラスター事例が発生するなど、

連日、多くの感染者が発生し、予断を許さない状況です。これから冬場を迎えるに

あたりインフルエンザなど他の感染症に対しても注意していくことが必要です。

会員の皆様には、今後も感染予防・防止対策に努めていただくことをお願いします。

うつらないよう自己防衛！

　こまめな手洗いや定期的な換気、十分な栄養と休養で健康管理など

うつさないよう周りに配慮！

　体調不良のときは、まず自宅療養、他人と接するときは、距離をとるなど

習慣化しよう３密回避！

　「3つの密」のある場所への外出注意、3密対策が難しいキャバレーや風俗店等は

　特に注意など

愛媛県感染回避行動のお願い

新型コロナウイルス感染予防・防止対策の徹底

〇感染拡大地域やその周辺地域への移動や帰省は慎重にご検討ください。

　感染者が多い地域は以下の通りです。

　※感染者が 1,000 人を超えている地域（9月 16 日時点）

　東京 ・ 大阪 ・ 神奈川 ・ 福岡 ・ 愛知 ・ 埼玉 ・ 千葉 ・ 兵庫 ・ 沖縄 ・ 北海道 ・ 

　京都

〇大人数が集まる会合や会食の参加は慎重にご検討ください。

　会合や会食におけるクラスター事例が多くあります。参加は慎重にご検討いただ

　き、 参加する場合は、マスク着用、消毒、向かい合って大声で会話をしない、一

　定の距離をとる、換気など、基本的な予防・防止対策を徹底してください。

その他のお願い

感染防止行動のお願い

外出控え　　咳エチケット　　  換気　　　　 手洗い　　　 密集回避　　  密接回避　　 密閉回避



シ　ル　バ　ー　松　山 （6）

　本号の発行で第 100 号の記念誌となりました。

松山市シルバー人材センターが発足した昭和 62 年当初は 364 名の会員数で、会報で

はなく通信紙的なものが 2年から 3年続きました。

　 その後、年々、会員数が増加するにつれて、会報発行の要望が高まり、担当事務

職員が中心となり会報が発行されるようになりました。

　 平成 12 年、28 号からは会員の手による会報作りとして、年 3回発行することを目

指し、会員から 3名の委員が任命され、合議による編集と変わり、現在は年 4回の発

行と会報編集委員会を中心に編集作業を行っています。

　　「シルバー松山」は、会員の皆さんにとって必要な情報を提供していくとともに、

松山市シルバー人材センターの活動の歴史を残して来ました。これまでにセンター事

業に携わってこられた会員、役職員、関係者の皆様に深く感謝申し上げます。

 「シルバー松山」祝100号 発行

　　 60 号

平成 22 年 10 月

　　 70 号

平成 25 年 4 月

　　 80 号

平成 27 年 10 月

　　 90 号

平成 30 年 4 月

　　 100 号

令和 2年 10 月

　　 30 号

平成 13 年８月

　　50 号

平成 20 年１月
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今
回
は
松
山
市
土
居
町
に
あ
る
「
い
と
う
小
児

科
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
外
観
が
か
わ
い
い
ユ
ニ
ー

ク
な
建
物
で
す
。

　

院
内
に
入
る
と
子
供
連
れ
の
親
子
が
た
く
さ
ん
順

番
待
ち
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
奥
の
部
屋
で
遊
具

な
ど
テ
キ
パ
キ
と
整
理
整
頓
さ
れ
て
い
る
人
が
い
ま

し
た
。
そ
の
人
が
上
田
シ
マ
子
さ
ん
（
80
歳
）
で
す
。 

　

上
田
さ
ん

は
、
友
人
が

シ
ル
バ
ー
で

仕
事
し
て
い

た
こ
と
が
縁

で
入
会
。

　

派
遣
の
仕

事
に
就
い
て

３
年
が
経
過

し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、

「
先
生
を
は

じ
め
、
看
護

師
の
皆
さ
ん

が
親
切
に
し
て
く
だ
さ
る
の
で
毎
日
が
楽
し
い
で

す
」
と
の
こ
と
。

　

仕
事
は
、
週
５
日
。
７
時
30
分
か
ら
10
時
30
分
の

３
時
間
、
院
内
の
床
の
掃
除
、
遊
具
の
点
検
、
消

毒
、
ト
イ
レ
清
掃
、
外
の
掃
き
掃
除
、
ゴ
ミ
出
し
な

ど
が
主
な
仕
事
で
す
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
の
現
在
で
は
、
未
来
の
宝
で
あ
り
ま

す
子
供
さ
ん
が
コ
ロ
ナ
に
罹
る
と
大
変
な
こ
と
で
す

か
ら
、
絶
対
に
子
供
に
は
罹
患
さ
せ
な
い
と
の
思
い

で
、
手
す
り
な
ど
丁
寧
に
拭
く
よ
う
に
掃
除
し
て
い

ま
す
」
と
。

　

ま
た
、
「
玄
関
回
り
な
ど
目
に
見
え
な
い
所
ま
で

掃
除
を
す
れ
ば
玄
関
が
一
段
と
き
れ
い
に
見
え
ま
す

し
、
花
の
水
や
り
も
き
れ
い
に
咲
く
こ
と
を
思
え
ば

楽
し
く
、
子
供
さ
ん
を
見
て
、
病
気
に
負
け
な
い
で

大
き
く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
思
う
と
心
が
和
み
ま

す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
話
し
ぶ
り
に
、
前
職
に
つ

い
て
聞
い
て
み
ま
し
た
。

　

生
命
保
険
会
社
に
勤
め
る
傍
ら
、
な
ん
と
17
キ
ロ

も
あ
る
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
担
い
で
結
婚
式
場
で
収
録

す
る
カ
メ
ラ
マ
ン
の
仕
事
を
11
年
さ
れ
て
い
た
と
の

こ
と
で
す
。
初
対
面
の
人
と
で
も
気
さ
く
に
お
話
が

で
き
る
わ
け
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

あ
る
本
の
タ
イ
ト
ル
に
『
賢
く
楽
し
く
乗
り
切
る

仕
事
術
』
と
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
本
を
読
む
よ

り
、
現
場
で
実
践
さ
れ
て
い
る
上
田
さ
ん
に
聞
い
て

み
た
方
が
早
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
取
材
を
通
し
て
、
仕
事
に
対
す
る
意
欲
と

職
場
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
の
思
い
が
、
上
田
さ
ん
の

若
さ
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｓ
）

シ　ル　バ　ー　松　山（7）

上
田　

シ
マ
子
さ
ん

現

場

訪

問

記

院
内
清
掃
の
現
場
を
訪
ね
て

　
　
　
　
　
　
　

い
と
う
小
児
科



　　

女
性
会
員
活
動
活
性
化
委
員
会
の

各
班
で
は
、
コ
ロ
ナ
自
粛
で
遅
れ
て

い
た
令
和
２
年
度
の
活
動
を
再
開
。

　

８
月
以
降
の
事
業
計
画
が
動
き
出

し
ま
し
た
。
各
班
の
例
会
を
の
ぞ
く

と
、
久
方
ぶ
り
の
再
会
に
話
が
弾

み
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

考
慮
し
て
用
意
し
た
広
い
会
議
室
が

割
れ
ん
ば
か
り
の
に
ぎ
や
か
さ
。
活

発
に
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
し

た
。

　

８
月
３
日
の
文
化
伝
承
班
の
マ
ス

ク
づ
く
り
、
９
月
４
日
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
班
主
催
の
介
護
保
険
の
勉
強
会

は
い
ず
れ
も
盛
会
で
、
一
般
の
参
加

者
も
交
え
学
習
と
交
流
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。
10
月
以
降
の
各
班
の
活

動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！ 

　

３
月
か
ら
休
眠
し
て
い
た
シ
ル
バ
ー

サ
ロ
ン
清
水
町
が
、
女
性
委
員
会
の
手

で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
変
わ
っ
た
サ
ロ
ン
は
、
こ
れ

ま
で
の
教
室
活
動
を
更
に
活
性
化
し
、

会
員
が
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
り
、
学
び

や
趣
味
を
楽
し
み
や
す
く
出
来
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
サ
ロ
ン
の
運
営
は
会
員
有
志
の

共
働
に
よ
り
進
め
て
い
ま
す
。
生
き
が

い
就
労
の
場
と
し
て
無
理
な
く
お
も
て

な
し
の
気
持
ち
で
接
遇
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

会
員
や
地
域
の
高
齢
者
の
居
場
所
と

な
る
よ
う
に
内
容
を
充
実
し
て
い
き
た

い
と
ス
タ
ッ
フ
一
同
は
り
き
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

　

女
性
委
員
会
で
は
ス
タ
ッ
フ
募
集
と

教
室
講
師
の
説
明
会
を
行
い
、
更
に
オ

ー
プ
ン
目
指
し
て
、
女
性
委
員
会
委
員

に
よ
る
店
内
外
の
掃
除
、
ス
タ
ッ
フ
の

接
遇
研
修
を
行
い
、
８
月
29
日
・
30
日

の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
経
て
、
９
月
10
日

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け

ま
し
た
。
こ
の
サ
ロ
ン
を
基
点
と
し
て

高
齢
者
が
「
老
い
を
楽
し
み
、
老
い
を

活
か
す
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
皆

さ
ん
の
ご
利
用
、
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

班
活
動
再
開
！

リ
ニ
�
�
ア
ル
オ
�
プ
ン
し
ま
し
た
！

（
シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン
清
水
町

　
　
　
　
　
　
　
　

ス
タ
ッ
フ
一
同
）

み
ん
な
の
居
場
所
を
求
め
て

�
老
い
を
楽
し
み
老
い
を
活
か
す
�

月 福祉サービス班 文化伝承班 生活サポート班 オフィスワーク班 パソコン班

8 　マスクづくり

9 介護保険勉強会 つまみ細工

10 興居島ウォーク 　俳句づくり 　小物づくり 高齢期の学習 偶数月の月曜日

11 リックル祭 散策 　 媛パソコン教室

12 クリスマスリース 毎週木曜日

  1 新年会 新年会 　　新年会 湯山教室

2 調理実習 アクリル束子 　　遺跡巡り

3 花見 コケ玉づくり 　親睦会（花見） 花見

各班の令和２年度の活動計画

リニューアルした
シルバーサロン清水町

▲文化伝承班　マスクづくり

▼福祉サービス班　勉強会開催

　　シ　ル　バ　ー  松　山 (8)

シ
ル
バ
ー
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　

 

だ
よ
り

グループ活動や
お友達とご一緒に
ご利用ください！



　

乗
用
車
で
も
な
く
、
自
転
車
で
も
な

い
。
人
に
よ
っ
て
は
単
車
と
言
い
、
バ

イ
ク
と
も
、
オ
ー
ト
バ
イ
と
も
呼
ば
れ

る
「
発
動
機
を
そ
な
え
た
二
輪
車
」

（
広
辞
苑
）
。
１
０
０
０
㏄
を
超
え
る

大
排
気
量
の
ツ
ー
リ
ン
グ
用
か
ら
、
ビ

ジ
ネ
ス
や
通
勤
な
ど
実
用
向
き
の
50
㏄

ク
ラ
ス
ま
で
、
用
途
も
色
も
フ
ォ
ル
ム

も
様
々
な
「
二
輪
車
」
が
街
を
走
る
。

宮
岡
さ
ん
が
、
そ
れ
ら
の
販
売
と
修
理

を
身
過
ぎ
世
過
ぎ
と
し
、
趣
味
の
乗
り

物
と
し
て
か
ら
、
40
年
以
上
が
経
つ
。

　

内
子
町
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
の
が
１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
。

東
京
タ
ワ
ー
が
完
成
し
、
長
嶋
茂
雄
が

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
し
た
６
歳
の
年
に
、
後

に
日
本
の
小
型
バ
イ
ク
市
場
を
席
巻
す

る
ホ
ン
ダ
の
「
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
」
が
誕

生
し
た
。
地
元
の
高
校
を
卒
業
、
松
山

の
自
動
車
整
備
専
門
学
校
に
通
っ
て
い

た
頃
に
は
、
２
人
の
若
者
が
１
２
０
０

㏄
の
ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン
で
ア
メ

リ
カ
を
旅
す
る
映
画
『
イ
ー
ジ
ー
・
ラ

イ
ダ
ー
』
（
１
９
７
０
年
日
本
公
開
）

が
話
題
に
な
っ
た
。

「
農
業
を
継
ぐ
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た

が
、
し
ば
ら
く
は
好
き
な
こ
と
を
さ
せ

て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
専
門
学
校
に

通
っ
た
後
、
自
動
車
販
売
会
社
で
整
備

の
仕
事
に
就
き

ま
し
た
。
街
に

は
ス
ー
パ
ー
カ
ブ

が
目
立
ち
、
あ
の
ハ
ー
レ
ー
も
憧
れ
の

存
在
で
し
た
ね
」

　

独
立
は
24
歳
の
時
。
身
内
が
土
地
を

貸
し
て
い
た
松
山
の
自
動
車
整
備
工
場

が
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、
頼
ま
れ
て

そ
の
ま
ま
経
営
者
と
し
て
引
き
継
ぐ
こ

と
に
な
っ
た
。
ほ
ど
な
く
し
て
「
ス
カ

ー
ト
で
乗
れ
る
」
女
性
向
き
の
ス
ク
ー

タ
ー
が
世
に
出
た
。
ホ
ン
ダ
の
「
ロ
ー

ド
パ
ル
」
（
愛
称
ラ
ッ
タ
ッ
タ
）
と
ヤ

マ
ハ
の
「
パ
ッ
ソ
ル
」
。
そ
れ
ぞ
れ
女

優
の
ソ
フ
ィ
ア
・
ロ
ー
レ
ン
と
八
千
草

薫
を
Ｃ
Ｍ
に
起
用
、
ブ
ー
ム
に
な
っ

た
。
「
バ
イ
ク
の
販
売
と
整
備
で
や
っ

て
い
け
る
か
な
」
と
思
っ
た
。
い
い
タ

イ
ミ
ン
グ
で
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。

　

時
を
経
て
も
、
身
近
な
乗
り
物
と
し

て
の
バ
イ
ク
は
、
人
々
の
暮
ら
し
に
は

欠
か
せ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
業
界
も
ご

多
分
に
漏
れ
ず
少
子
高

齢
化
や
排
ガ
ス
規
制
な

ど
で
、
出
荷
・
販
売
額

は
最
盛
期
の
10
分
の
１
に
減
っ
た
。

「
と
く
に
若
い
子
が
興
味
を
持
た
な
く

な
っ
た
」
と
宮
岡
さ
ん
。
年
末
の
頃
に

な
る
と
、
卒
業
を
控
え
た
高
校
生
が
カ

タ
ロ
グ
を
求
め
て
店
に
ど
っ
と
や
っ
て

き
た
風
景
は
も
う
見
ら
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
20
年
を
超
え
て
続
け
て
い

る
、
息
子
の
聡
さ
ん
と
も
う
一
人
の
従

業
員
と
の
整
備
３
人
体
制
は
崩
さ
な

い
。
だ
か
ら
「
丁
寧
で
誠
実
」
と
の
利

用
者
の
信
頼
は
揺
る
が
な
い
。
「
経
営

者
の
私
の
給
料
は
ど
ん
ど
ん
下
が
っ
て

い
き
ま
す
が
（
笑
）
、
２
人
の
従
業
員

が
食
っ
て
い
け
れ
ば
い
い
か
な
と
。
整

備
技
術
は
も
う
彼
ら
の
方
が
上
で
す
か

ら
。
故
障
が
直
っ
た
後
の
お
客
さ
ん
の

笑
顔
が
嬉
し
く
て
ね
ぇ
。
こ
れ
か
ら
も

コ
ツ
コ
ツ
と
い
う
感
じ
で
長
く
や
っ
て

い
き
た
い
で
す
ね
」

　

風
を
切
っ
て
走
る
車
体
と
の
一
体
感
。

一
緒
に
走
る
仲
間
と
の
連
帯
感
。
手
軽

さ
と
利
便
性
の
安
心
感
。
そ
ん
な
バ
イ

ク
の
魅
力
に
加
え
て
、
宮
岡
さ
ん
に
は

修
理
の
仕
事
で
つ
な
が
っ
て
き
た
常
連

客
か
ら
の
信
頼
感
が
嬉
し
い
。
中
に
は

90
歳
を
超
え
て
ま
だ
元
気
に
ス
ー
パ
ー

カ
ブ
を
乗
り
こ
な
す
人
も
い
る
。
宮
岡

さ
ん
自
身
も
ラ
イ
ダ
ー
と
し
て
、
今
も

仲
間
た
ち
と
ツ
ー
リ
ン
グ
に
出
か
け

る
。
「
四
国
の
沿
道
の
お
い
し
い
食
事

の
店
は
、
全
部
頭
に
入
っ
て
い
ま
す

よ
」
。
売
っ
て
、
直
し
て
、
愉
し
ん

で
、
宮
岡
さ
ん
の
〝
バ
イ
ク
の
道
〟

は
、
ま
だ
ま
だ
続
い
て
い
く
。
（
Ｓ
）

売
っ
て
、
直
し
て
、
愉
し
ん
で

�
�
�
�
仕
事
⑦

《
バ
イ
ク
シ
ョ
ッ
プ
経
営
》

松
山
市
木
屋
町
２
丁
目

宮
岡　

陽
一
さ
ん

（68
）

鳥 散 歩 【 コゲラ】

　

日
本
に
い
る
キ
ツ
ツ
キ
の
仲
間
で
は

最
も
小
型
で
、
ほ
ぼ
ス
ズ
メ
大
。
ギ
ィ

ー
ギ
ィ
ー
と
低
い
声
で
鳴
き
、
エ
サ
の

虫
を
探
し
て
コ
ツ
コ
ツ
と
木
を
叩
く
。

〝
恋
人
募
集
〟
や
縄
張
り
主
張
の
際
に

は
、
ド
ラ
ミ
ン
グ
と
言
っ
て
こ
と
に
激

し
く
叩
く
。
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
で
、

静
か
だ
っ
た
初
夏
の
石
手
川
沿
い
の
公

園
で
は
、
そ
の
声
と
音
が
い
つ
も
よ
り

よ
く
耳
に
響
い
た
気
が
し
た
。
（
Ｔ
）

　　シ　ル　バ　ー  松　山(9)



　　シ　ル　バ　ー  松　山 (10)

　
健康コラム健康コラム

愛媛大学社会共創学部3回生　

（作成）秋本・井手・岡田・藤井・渡邉

（監修）准教授　山本直史

  前号に引き続き、本号でも座りすぎ予防しちゃお運動をご紹介します。長時間の座りすぎをできるだ
け減らし、３０分ごとに３分程度、少なくとも１時間に５分程度は、立ち上がって体を動かすように
しましょう！
  例えば、ドラマやニュース番組が終わるごとに体を動かして、座りすぎを予防しましょう！
（以下に示す運動は体力レベルや体調等に応じて無理のない範囲で実施してください）　　　　　
つま先立ち運動
上げ下ろしを１０回繰り返しましょう。第２の心臓と言われるふくらはぎが鍛えられます。
（１）軽く足を開き、椅子から少し離れて立ちます。
（２）つま先を軸にして「1.2.3.4」でゆっくりかかとを上げ、「1.2.3.4」でゆっくりかかとを下ろします。
 

　　　　　　　　　　　　　　
                            
　　　　　　　　　　　　　　  

　
　※バランスがとりにくい場合はいすの背や壁に手をそえて行う。

　　　　　
　

【テレビ番組の合間に座りすぎ予防しちゃお運動】

➡ ➡

　今年は記録的な猛暑で皆さん夏バテしていませんか？
　温熱効果を知り、お風呂に入り疲れを取りましょう。
　
　＜湯の温度によるからだの変化と適した症状＞

　
　　■半身浴を基本に

　　　高齢者の場合、肩まで浸かる全身浴は心臓への負担が大きいので避けたほうが無難です。

　　　基本は半身浴での入浴とし、お風呂の温度は38～41℃程度のぬるま湯にして、長湯は控えましょう。

　　■入浴前には体調を確認

　　　入浴前には体調に異常がないことを確認することも大切です。また、基礎疾患などのある方は、

　　　自分の体調に見合った入浴を心掛けましょう。

健康ライフ

熱めの湯（42度以上） ぬるめのお湯（38度～41度）

自律神経 交感神経が優位に立つ 副交感神経が優位に立つ

心拍数（脈拍） 活発になる（速くなる） 緩やかになる（遅くなる）

血圧 上昇する 変化しないか低下する

胃腸の働き 低下する（胃腸の分泌抑制） 活発になる（胃腸の分泌促進）

気持ち 緊張する おだやかになる（リラックス）

適応症
胃・十二指腸潰瘍、胃酸過多、寝起き
の悪い人（朝風呂）、食欲過多など

高血圧、不眠症、ストレスが多
い人、胃腸虚弱、食欲不振など

＜入浴時の注意点＞



　　

今
回
は
一
遍
上
人
の
生
誕
地
、
道
後
の
『
宝
厳
寺
』

を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

ま
ず
一
遍
上
人
に
つ
い
て
、
詳
し
い
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
が
少
し
説
明
を
入
れ
て
お
き
ま

す
。

　

一
遍
上
人
は
、
源
平
合
戦
で
も
活
躍
し
た
伊
予
の

豪
族
河
野
氏
一
門
、
河
野
通
信
の
孫
と
し
て
こ
の
地

で
生
ま
れ
、
幼
少
名
は
松
壽
丸
。
10
歳
で
母
を
亡
く
し

た
後
仏
門
に
入
り
、
大
宰
府
な
ど
で
の
修
行
を
経
て

紀
州
熊
野
権
現
で
悟
り
を
開
き
一
遍
と
名
の
り
ま
す
。

　

そ
の
教
え
は
、
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
る
（
念
仏
）

こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
は
極
楽
浄
土
に
救
わ
れ

る
と
い
う
も
の
で
、
「
時
宗
」
と
い
う
宗
派
の
開
祖
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
人
々
を
救
お
う
と
、
寺
院
を
建

て
る
こ
と
な
く
51
歳
の
生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
教
え

を
広
め
る
た
め
全
国
を
行
脚
し
「
念
仏
札
」
を
配
っ
て

回
っ
た
、
遊
行
上
人
と
呼
ば
れ
た
高
僧
で
す
。

　

宝
厳
寺
は
寺
伝
で
は
天
智
天
皇
の
時
代
（
６
６
５

年
）
の
建
立
と
い
う
古
刹
で
す
が
、
平
成
25
年
、
火
災

に
よ
り
本
堂
と
庫
裏
が
全
焼
し
て
、
所
蔵
さ
れ
て
い

た
５
０
０
年
以
上
も
前
の
作
で
あ
り
国
の
重
要
文
化

財
だ
っ
た
「
木
造
一
遍
上
人
立
像
」
も
焼
失
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
各
界
か
ら
の
浄
財
寄
付
が
集
ま
り
、
平
成

28
年
に
本
堂
お
よ
び
一
遍
上
人
像
が
再
建
さ
れ
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宝
厳
寺
に
は
句
碑
・
歌
碑
が
多
く
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
中
の
正
岡
子
規
の
句
碑
を

紹
介
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
28
年
、
子
規
が
漱
石
を
伴
っ
て
道

後
に
吟
行
を
し
た
折
、
当
時
は
ま
だ
参
道

に
は
松
ヶ
枝

遊
郭
と
言
わ

れ
た
色
街
が

あ

り

ま

し

た
。
漱

石

は

小
説
『
坊
っ

ち
ゃ
ん
』
の

中
で
「
山
門

の
中
に
遊
郭

が
あ
る
と
は

前
代
未
聞
」

と
驚
い
て
い

ま
す
が
、
子

規
も
参
道
の
猥
雑
と
境
内
の
静
寂
を
面
白
く
思
い
、

参
道
を
見
下
す
山
門
に
腰
を
下
ろ
し
て
詠
ん
だ
「
色

里
や
十
歩
は
な
れ
て
秋
の
風
」が
、
句
碑
と
し
て
境
内

に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
色
街
を
感
じ
さ
せ
る
建
物
は
ほ
と
ん
ど
な

く
な
り
、
夏
井
い
つ
き
さ
ん
の
建
て
た
句
会
場
「
伊
月

庵
」
、
道
後
ア
ー
ト
の
一
環
と
し
て
の
交
流
拠
点
「
ひ

み
つ
ジ
ャ
ナ
イ
基
地
」が
建
設
さ
れ
、
古
く
て
新
し
い

道
後
の
、
文
化
発
信
の
場
所
と
し
て
変
貌
し
つ
つ
あ

る
の
を
感
じ
ま
す
。

                                

（
Ｋ
・
Ｆ
）

　

参
考
文
献　

　
　
　

松
山
市
教
育
委
員
会
「
伊
予
路
の
文
化
」

　
　
　

松
山
市
教
育
委
員
会
「
俳
句
の
里
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
�
史
跡
探
訪

シ　ル　バ　ー　松　山（11）

一
遍
上
人
の
生
誕
地

         　
（愛
媛
県
指
定
史
跡
）

子規の句碑「色里や十歩はなれて秋の風」

一遍上人像

宝厳寺階段と修理中の山門

宝厳寺本堂



　

持
続
化
給
付
金
申
請
規
定
等
が
改
正
さ
れ
、
主
た
る

収
入
と
し
て
い
る
個
人
事
業
者
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
を
含

む
）
が
「
持
続
化
給
付
金
」
の
給
付
対
象
と
な
り
、
請

負
・
委
任
で
就
業
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員
も
対
象
と
な
り

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
収
入
が

前
年
の
50
％
以
下
に
な
っ
た
り
、
前
年
の
確
定
申
告

を
提
出
さ
れ
て
い
る
な
ど
の
条
件
が
合
え
ば
給
付
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
申
請
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
左
記
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
及
び

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
も
開
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
申
請
に
係
る
相
談
を
承

り
ま
す
。
お
電
話
で
相
談
の
う
え
個
別
の
お
手
伝
い
に

も
対
応
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
セ
ン
タ
ー
連
絡
先　

本
部
総
務
課
・
企
画
課

〇
申
請
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

https://jizokuka-kyufu.go.jp

〇
持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ:

０
１
２
０-

２
７
９-

２
９
２

　

※

申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場
予
約
も
同
じ

〇
申
請
サ
ポ
ー
ト
会
場(

10
月
１
日
開
設)

　

※

予
約
制 

松
山
市
三
番
町
４-

９-

12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
山
電
算
ビ
ル
１
Ｆ

○
申
請
期
間　

令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）

　

   

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
自
転
車
乗
車
時
】

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
愛
媛
県
か
ら
自
転
車
乗
車
用
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
モ
デ
ル
事
業
所
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

啓
発
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
当
時
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
れ
る
方
も
多
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
が
、
最
近
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

　

通
勤
等
で
自
転
車
を
利
用
さ
れ
る
方
も
沢
山
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。
頭
部
の
損
傷
は
死
亡
事
故

に
直
結
し
ま
す
。
自
転
車
乗
車
時
に
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ル
バ
ー
本
部
で
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
展
示
、
注
文
を
受
付
け
ま
す
。

【
作
業
時
】

　

足
場
の
悪
い
場
所
、
脚
立
を
使
用
す
る
作
業
で

は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢
者

は
特
に
、
油
断
と
過
信
に
陥
り
や
す
い
年
代
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
か
ら
大
丈
夫
と
油

断
し
た
時
に
事
故
は
起
こ
り
ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
に
お
け
る
重
篤
事
故
の
殆
ど
は
頭
部
の

損
傷
に
よ
る
も
の
で
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
習

慣
化
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

高
齢
者
は
、
『
小
さ
な
事
故
が
大
き
な
怪
我
』
と

な
り
ま
す
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
も

の
で
す
。
自
転
車
乗
車
時
、
作
業
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

シ　ル　バ　ー　松　山 （12）

  

シ
ル
バ
ー
の
会
報
が
今
回
で
１
０
０
号
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
日

ま
で
多
く
の
編
集
委
員
の
方
々
、
役
職
員
、
協
賛
会

社
の
方
々
、
何
と
申
し
ま
し
て
も
、
シ
ル
バ
ー
会
員

の
皆
さ
ん
の
尽
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
発
刊
が
な
さ
れ
た

事
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
た
ち
が
編
集
に
携
わ
っ
た
１
０
０
回

に
は
、
沢
山
の
学
び
や
経
験
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ

ら
の
学
び
や
経
験
を
今
後
の
会
報
に
少
し
で
も
役
立

て
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
『
シ
ル
バ
ー
』
の
名
前
の

由
来
に
つ
い
て
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
時
は
昭
和
40

年
代
後
半
。　

当
時
国
鉄
（
Ｊ
Ｒ
）
は
新
し
い
試
み
と

し
て
高
齢
者
向
け
の
客
席
シ
ー
ト
を
作
製
し
、
新
サ
ー

ビ
ス
を
企
画
し
た
の
で
す
。
当
時
は
予
算
が
な
い
た

め
、
余
っ
て
い
た
布
切
れ
シ
ー
ト
で
作
製
。
そ
の
色

が
銀
色
（
シ
ル
バ
ー
）
で
あ
っ
た
の
で
高
齢
者
シ
ー

ト
を
『
シ
ル
バ
ー
シ
ー
ト
』
と
称
し
た
の
で
す
。　

　

そ
の
こ
と
が
一
般
的
に
も
利
用
さ
れ
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
も
そ
の
流
れ
で
シ
ル
バ
ー
と
付
く

よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。「
も
し
、
ゴ
ー
ル
ド
（
金
色
）

の
布
が
余
っ
て
い
た
ら
『
ゴ
ー
ル
ド
シ
ー
ト
』
に
な
っ

て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
話
で
す
。  

  

次
の
２
０
０
回
目
を
目
指
す
私
た
ち
は
シ
ル
バ
ー

で
す
が
心
に
か
け
る
の
は
人
生
の
『
ゴ
ー
ル
ド
メ
ダ

ル
』
を
目
指
し
て
新
た
な
気
持
ち
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｓ
）

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
て
い
ま
す
か
？

持
続
化
給
付
金
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

編　

集　

後　

記

こ
ち
ら
事
務
局
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